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銅酸化物超伝導体であるYBa2Cu3O7-δのサブミクロン・サイズのグレインの焼結体（セラミ

ックス）は，0 結合とπ    結合がランダムに配列したジョセフソン接合のネットワーク系とみな

すことができる．この系の超伝導ループ電流とXY スピン系のカイラリティが対応しているこ

とよりグレイン間においてカイラルグラス転移が起こると予想され，理論および実験の両面

から研究されている．我々はYBa2Cu3O7-δセラミクス試料について，磁気測定よりグレイン

内超伝導転移温度TC1 およびカイラルグラス転移温度TC2    を求め，TC2 近傍および低温域

においてE-J 測定を行い，線形抵抗率ρ0 と非線形抵抗率ρ2    の振る舞いを調べた....[1]  

E-J 特性よりρ0 とρ2 の導出を行ったところ，その温度依存性は図1と図2    に示すよう

な結果になった．TC1=92K 以下でρ2はTC2=65K    より高温(≈80K)で極大を持ち，ρ0 とρ2 

はともにTC2    に向って減少している．ρ2 はTC2 付近でほぼ消滅していると考えられるが， 

ρ0 はTC2 以下でもなお有限な値(≈0.005μΩ・cm)を残している． 

これらの結果は、超伝導セラミックス系が等方的な3D XY    スピングラスモデルと同等と 

みなしてシミュレーションを行った理論的な研究結果やYBa2Cu4O8超伝導セラミックス試料

に対する実験結果と定性的に一致しており、YBa2Cu3O7-δセラミックス試料の二段目の転 

移温度TC2 においてもカイラルグラス転移が起こっていることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図1：線形抵抗の温度依存性              図2：非線形抵抗の温度依存性 
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